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濕 度 ノ 發 育 ニ 及 ボ ス 影 響

岡山醫科大學衛生學教室(主 任緒方教授)

小 池 博 美

第1章 緒 言

生 物 ノ生 活 ハ 自然 的環 境 ニ制 約 セ ラル ル コ ト甚

ダ多 ク,生 物 ノ生 活 ハ 實 ニ コ ノ 自然 的 環 境 ニ順應

スル コ トニ存 ス ト稱 ス ルモ 過 言 ニ非 ラズ.殊 ニ各

氣 象 要 素 ト生 物 トノ關 係 ニ就 テ見 ニ ル,生 物 ノ生

殖,生 長,生 存 ハ 勿論 人類 ノ文 化 ニ至 ル迄 氣 象要

素 ト密接 ナ ル 交渉 ヲ有 セ リ.

今 季 節 ト生 物發 育 トノ關 係 ニ就 テ文 獻 ヲ按 ズ ル

ニ,濱 田(昭 和6年 ―1931)1)ニ ヨ レバ,哺 乳 兒 ノ

身 長,頭 圍 ハ 夏 季 ニ於 テ發 育 最 モ佳 良 ナ ル モ,體 重

及 ビ胸 圍 バ 一般 ニ冬季 ニ於 ケル 發育 著 明 ナ リ ト.

Schmidt u. Monnard (1933)2)ハ 小 兒 ニ就 キ,其

ノ體 重 増 加 ノ季 節 的影 響 ハ1歳 ニ於 テハ著 明 ナ ラ

ザ ル モ,2歳 以 後 始 メテ季 節 ニ應 ジ テ體 重 ノ増 減

ヲ見 ル 可 ク,2月 ヨ リ5月 ニ至 ル迄 ハ體 重 増 加 ノ

僅 少 ナ ル期 間 ニ シテ,7月 ヨ リ11月 ニ至 リテハ 體

重 増 加 多 量 ノ期 間 ナ リ ト云 フ.松 林(昭 和7年 ―

1932)3)ニ ヨ レバ,女 生 徒 ノ身 長 ハ初 夏 ニ發 育 著 シ

ク,體 重 ハ僅 ニ増 加 又 ハ減 少 シ,晩 秋 ハ全 ク之 ニ

反 ス ト.Malling u. Hausen (1933)4)ハ9-15歳

ノ男兒 ニ就 キ,體 重増 減 上,1年 間 ニ3箇 ノ期 限

ア ル コ トヲ發 見 セ リ.即 チ第1期 ハ8月 ヨ リ12月

中旬 ニ至 ル體 重増 加 ノ最 大 期 ニ シ テ,第2期 ハ12

月中 旬 ヨ リ4月 ノ終 リニ至 ル體 重 増 加 ノ中 間期 ナ

リ.第3期 ハ5月 ヨ リ7月 ニ至 ル體 重 増加 ノ最 小

期 ナ リ ト.佐 々木(昭 和6年 ―1931)5)ハ 小 學 校 兒

童 ニ就 テ,各 月 ノ體 重 増 加 ノ順 位 ハ11月,10月,

9月,12月,1月,2月,3月,4月,5月,6月,7月,

8月 ノ順 ニ シテ,身 長増 加 ハ4月,5月,6月3月,

7月,2月,1月,9月,12月,10月,8月,11月 ノ

順 位 ナ リ ト云 フ.河 原(昭 和8年 ―1933年)6)ニ

ヨ レバ,二 十 日鼠 ノ仔 獸 ニ於 ケル體 重増 加 ノ季 節

的影 響 ハ,哺 乳 期 間 中ハ 著 明 ナ ラズ,主 トシ テ哺

乳 期 以 後 ニ於 テ顯 著 ナ リ.而 シ テ體 重増 加 ノ最 モ

顯 著 ナ ル ハ秋 季(10月 ヨ リ11月 ニ至 ル)ニ シ テ,

春 季 コ レニ次 ギ,夏 季(6月 ヨ リ7月 ニ至 ル)ハ 最

モ少 ナ シ ト.

以 上季 節 ト生物 發 育 トノ關 係 ヲ要 約 スル ニ,小

兒 ニ於 テモ,幼 若 動 物 ニ在 リテモ,體 重 發 育 ノ顯

著 ナ ル ハ秋 冬季 ニ シ テ,身 長 發 育 ノ著 明 ナ ルハ 春

夏 季 ナ リ.

次 ニ個 々 ノ氣 象要 素 例 之 氣 温,氣 濕 及 ビ氣 壓 等

ト生 物 トノ關 係 ニ就 キ分 析 的 ニ研究 セ ラ レタル モ

ノ ヲ見 ル ニ,文 獻 上 其 ノ例甚 ダ 少 ナ シ.下 川(大

正14年 ―1925年)7)ニ ヨ レバ,幼 若 南京 鼠 ノ發 育

ニ適 スル 温度 ハ20℃ 内 外 ニシ テ,氣 温30℃ 内 外

及 ビ10℃ 内外 ニ於 テハ 發 育 比 較 的 不 良 ナ リ ト.

Max Rubner u.v. Lewaschew (1897)8)ハ 人體

ニ對 スル 氣温 及 ビ氣 濕 ノ生 物 學 的影 響 ヲ研 究 シ,

結 論 シ テ曰 ク,14-15℃ ノ比較 的低 キ氣 温 ニ於 テ

ハ 高濕 ヨ リ低濕 ニ於 テ心 地 良 ク,24-29℃ ノ比 較

的 高 キ氣 温 ニ於 テハ 高 濕 ヨ リ低 濕 ニ於 テ凉 シク 感

ズ ル ヲ以 テ前 ト同樣 低 濕 ニ於 テ ヨ リ心地 良 シ.而

シテ 氣濕22%ノ 非常 ナ ル乾 燥 状 態 ノ下 ニ於 テハ,

25-26℃ ノ比較的高キ氣 温モ些カモ丕快ナラザル

ニ,80-95%ノ 高 濕 状 態 ノ下 ニ在 リテハ24℃ ニ

於 テ既 ニ甚 ダ不 快 ニ シ テ長期 ノ實 驗 ニハ 堪 ヘ難 シ

ト.石 川(大 正15年 ―1926年)9)ハ 人 ニ就 キ,比
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濕度 ト身 體 機 能 トノ關 係 ヲ研 究 シ,30℃ 以 下 ノ如

キ比較 的 高 温 ナ ラザ ル 乾球 温度 中 ニ於 テハ,呼 吸

數,體 温,循 環 機 能 等 ハ 氣 濕 ノ高 低 ニ ヨ リ影 響 セ

ラルル程 度 ニ大 ナル 差異 ヲ認 メズ.然 ル ニ40℃ 以

上 ノ如 キ高 氣温 ニ於 テハ,氣 濕 ノ高 低 ハ重 大 ナル

作 用 因子 トシ テ,人 體 ノ諸 機 能 ニ交 渉 ヲ持 ツ ガ如

シ.高 温 トナ ル ニ從 ツ テ比濕 度 ノ及 ボ ス影 響 度 ハ

増 大 ス ト.小 板(昭 和2年 ―1927)10)ハ 健 體 ノ瓦

斯 代 謝 ニ及 ボ ス温 度 及 ビ濕 度 ノ影 響 ニ就 テ研 究 シ

テ 曰ク,人 工 的 ニ急 激 ニ加 ヘ シ温 熱,濕 潤 ハ健 體

ノ代 謝率 ヲ著 シ ク高 ム.而 シ テ濕 度 ノ單純 ナ ル 上

昇 ハ 著 シキ代 謝 率 増 加 ヲ示 サザ ル ニ,同 時 ニ高温

加 ハル 時 ハ 初 メテ代 謝率 ノ著 シキ増 加 ヲ見 ル.又

温度 ノ ミニ ヨル影 響 ハ 勿 論濕 度 ノ ミノ影 響 ニ比 ス

レバ著 シ キ モ ノ ナル モ,温 度,濕 度2因 子 ノ共 働

的影 馨 ハ尚 ホ遙 ニコ レ ヲ凌 駕 ス.然 レ ドモ コ ノ代

謝 率 ノ著 シキ増 加 モ數 日 後 ニハ 適應 シテ其 ノ降 下

ヲ來 スヨ ノナ リ.即 チ温 熱,濕 潤 ノ急 激 ナ ル變 化

ハ其 ノ代 謝率 ヲ高 ムル コ ト著 シ キ モ,數 日後 ニハ

全 ク適 應 シテ 著 シキ代 謝率 ノ増 加 ヲ見 ザ ル コ ト自

然 ニ於 ケ ル 適 應 ノ場 合 ト同 ジ キ ヲ見 ル ト.阪 井

(昭 和8年 ―1933)11)ハ 實 驗 的 鳩 白米 病 ノ發 生 要 約

ニ關 スル研 究 ヲナ シ論 ジ テ曰 ク,實 驗 的 鳩 白米病

ノ潜 伏 日數 ノ長 短 ハ 濕 度 ノ高 低 ニ 順相 關 々 係 ア

リ.而 シ テ氣 温 ノ上 昇 又 ハ 下 降 ニ由 ツテ影 響 ヲ蒙

ラズ ト,田 邊(昭 和2年 ―1927年)12)ノ 研 究 ニ ヨ

レバ,脚 氣 死亡 率 ト濕 度 トノ相 關 係數 ハ0.70,其

ノ確 率 誤 差 ハ0.031ニ シ テ,脚 氣 死 亡率 ト濕 度 ト

ノ間 ニハ相 當 高度 ノ相 關 々係 存 ス ト.鮎 川(昭 和

9年 ―1934年)13ガ 氣 温,氣 濕 ノ外 傷 發 生 率 ニ及 ボ

ス影 響 ニ就 キ研 究 セ ル所 ニ據 レバ 、 兵 員 ノ外 傷發

生 率 ハ 氣 温.氣 濕 ノ迅 速 ナ ル増 昇 ニ 由 リテ増 加 的

影 響 ヲ受 ケ,氣 温,氣 濕 ノ降 下 ニ 由 リ,一 氣 温,

氣濕ノ絶對値ノ如何ニ拘ハラズ―減少的影響ヲ受

ク ト.河 原(昭 和8年 ―1933)6)ニ ヨ レバ,十 姉妹

及 ビニ 十 日鼠 ノ發 育 ハ 高 氣濕 ノ室(80%)ニ テハ

著 シ ク障 碍 セ ラル.殊 ニ5月 ヨ リ8月(平 均 氣 温

20-30℃)ニ 亙 リ氣 温 ノ上昇 スル程 其 ノ障碍 著 明

ナ リキ ト.

以 上 ヲ要 スル ニ,氣 象 要 素 ノ中 ニ テ,氣 温,氣

濕 殊 ニ氣濕 ハ 生物 ノ生 活 ニ對 シ テ,重 大 ナル 影響

ヲ及 ボ ス コ ト明 カナ リ.

飜 ツ テ,氣 濕 ト生 物 トノ關 係 ニ就 テ ノ從來 ノ研

究 業 績 ヲ通 覧 スル ニ,何 レモ大 氣 ノ 自然 氣濕 ヲ規

準 トシ,之 ニ對 シテ 人工 的ニ 高 濕 状 態 ヲ作 リ之 等

兩 氣 濕 状 態 ノ生 物 ニ對 スル作 用 ヲ比 較 研 究 セ リ.

仍 ツ テ余 ハ,大 氣 ノ 自然 的 氣 濕 状 態 ヲ規 準 トシ

テ,コ レニ對 シ テ人 工 的 ニ低 濕 状 態 ヲ作 リ,之 等

兩状 態 ガ生 長 期 ニ在 ル 幼動 物 ノ發 育 ニ對 シ テ如 何

ナ ル影 響 ヲ及 ボ スヤ ヲ比較 研究 セ ン ト欲 シ本 實 驗

ヲ試 ミタ リ.

第2章 實 驗 方 法

第1節 實 驗 動 物

試 獸 トシ テMausヲ 用 ヒ タ リ.(試 獸Mausノ

詳 細 ニ就 テハ,余 ノ 「發 育 ト體 表 面 積 トノ關係 」

第1編18)ヲ 參 照).

第2節 余 ノ實 驗 方 法

第1項 飼 育室,乾 燥 箱 及 ビ飼 育 箱

i) 飼 育室:飼 育室 トシ テハ,當 教 室 西 南 端

ニ位 スル階 下 ノ動 物 室 ヲ使 用 セ リ.該 動 物 室 ハ 木

造 長 方 形 ニ シ テ,間 口14m,奥 行10m,高 サ3m,

立 積420mヲ 有 セ リ.四 方 ハ2m毎 ニ壁 ト硝 子 〓

トヨ リ成 リ,壁 ハ 幅7Cm程 ノ木 板 ヲ以 テ2cm程

ノ間 隔 ヲ保 チ テ格 子 状 ニ張 リ詰 メタ リ.床 ハ 「コ

ンク リー ト」 ヲ以 テ張 リ,動 物 室 ノ低 濕 トナ ル ヲ

防 ギ タ リ.日 光 ノ直 射 入 ナ ク,通 風 ハ極 メテ 良好

ナ リ.暖 房 裝 置 ヲ有 セ ズ,温 度,濕 度 共 ニ 自然 ノ

儘 ナ リ.

ii) 乾 燥 箱:本 實驗 ニ使 用 シ タル 乾 燥 箱 ハ,幅

120cm,深 サ37cm,高 サ105cm,立 積0.4662m

ヲ有 スル木 造 ノ箱 ニ シテ,後 壁 及 ビ底 ヲ板 張 トナ

シ,左 右 兩側,天 井 及 ビ前 面 ヲ硝 子 張 トセ リ.コ

ノ乾 燥箱 ヲバ,飼 育 室 中 央 ノ床 上 ニ安 置 セ ル 高 サ
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85cmノ 實驗臺上ニ靜置セリ.本 乾燥箱 ノ底部全

般 ニ最 初1,000g,其 ノ後 ハ 隔 日500g宛 ノ石 津 ノ

Chlorkalciumヲ 遍 ク撤 布 シ テ箱 内 ヲ乾 燥 セ シ メ

タ リ.本 乾 燥 箱 ハ 木造 ニテ木 ノ合 セ 目 ニハ 多 少 ノ

空 隙 ア リ.空 氣 ノ不 淨 トナ ル恐 レナ カル 可 キモ,

尚 ホ念 ノ タ メ毎 日1囘30分 間 宛上 及 ビ左 右 ノ硝

子 扉 ヲ開放 シ テ換 氣 ニ留 意 セ リ.コ ノ乾 燥箱 内 ニ

テ底 部 ヨ リ30cmノ 高 サ ニ濕 度計 及 ビ寒 暖 計 ヲ固

定 セ リ.乾 燥 箱 ヲ安 置 セル實 驗臺 上 ニハ 對 照 用 ノ

濕 度 計 及 ビ寒 暖計 ヲ固 定 セ リ.

iii) 實 驗 中 ノ飼育 箱:飼 育 箱 ハ 幅40cm,奥

行32cm,深 サ12Cmヲ 有 スル木 製 ノ箱 ニ シ テ,

コ レ ヲ縱 ニ4分,横 ニ5分 シテ合 計20ノ 小 室 ニ區

分 ス(各 小 室 ハ 縱 横8cm宛 ナ リ).上 部 ニハ 金綱

ノ 蓋 ヲ設 ケ タ リ.各 小 室 ニ1匹 宛 ノMausヲ 入

レ,妊 娠 ヲ防 グ ト共 ニ各Mausノ 混 同 ヲ防 ギ以 テ

實 驗 ノ正確 ヲ期 セ リ.

實 驗 中 ハ本 飼 育 箱 ヲ乾 燥箱 中 ニ入 レ,臺 ヲ以 テ

其 ノ底 部 ヨ リ30cmノ 高 サ ニ安 置 セ リ.コ レ飼 育

箱 ガChlorcalcumニ 直 接接 觸 スル コ トヲ防 グ ト

共 ニ飼 育箱 ノ全 體 ヲ萬 偏 ナ ク 四 圍 ノ乾 燥 セル 空氣

ニ觸 レシ メ ンガ タ メナ リ.

對 照 ニ使 用 セ ル動 物 ハ,飼 育箱 ニ入 レコ レヲ上

記 ノ飼 育 室 ノ實驗 臺 上 ニ安 置 セ リ.

第2項 温 度 及 ビ濕 度 ノ測 定

i) 氣 温 及 ビ氣濕 ハ夫 々一 週 卷 自記 温 度 計 及 ビ

一 週 卷 自記 濕 度 計 ヲ以 テ コ レ ヲ測 定 セ リ.温 度 計,

濕 度 計 共 ニ夫 々2箇 宛 ヲ用 意 シ,實 驗 ニ先 立 ツ1

週 間,充 分 ニ調 整 シテ某 ノ正 確 ナ ル ヲ確 メタル 後

前 記乾 燥 箱 ノ内 外 ニ1箇 宛 ヲ靜 置 シ,乾 燥 箱 内外

ノ氣 温,氣 濕 ヲ同時 ニ測 定 ス.

ii) 平 均 値:斯 ク シ テ測 定 セ ル 氣 温及 ビ氣 濕

ノ1日 ノ平均 値 ハ,測 定 用 紙 上零 線 ノ上(下)ノ 面

積 ヲAmslerノPlanimeter No. 6ヲ 以 テ測 定 シ,

獲 タル 面 積 ヲ零 線 ノ長 サ ヲ以 テ除 シ,其 ノ商 ヲ以

テ 夫 々氣 温 及 ビ 氣濕 トセ リ.

iii) 體 重 及 ビ身長 測 定 日 ニ於 ケ ル 温度 及 ビ濕

度:體 重及 ビ身長測定ノ日及 ビコレニ先ダツ3

日間合計4日 間ノ平均値 ヲ以テ體重及ビ身長測定

日ノ温度及ビ濕度 ト認 メタリ.

iv) 全實驗成績 ヲ通ジテノ平均温度及ビ濕度 ト

ハ:例 ヘバ第2表 ノ温度及ビ濕度ノ如ク,試 獸

Mausノ 同一 日齡 ニ於ケル温度及ビ濕度ノ平均値

ナ リ.

第3項 體重及ビ身長 ノ測定

i) 體 重:體 重 ハ 飼 料 ノ攝 取,糞 尿 排 泄,發

汗,肺 及 ビ皮 膚 呼 吸 等 ニ ヨル 水分 ノ喪 失 等 ニ ヨ リ

テ時 々刻 々變 動 スル モ ノナ ル ガ故 ニ,1日 中何 時

ノ體 重 ヲ以 テ眞 正 ノ モ ノ ト認 ム可 キ カハ 解 決 容 易

ナ ラザ ル 問題 ナ ル モ,午 後2時 前後 ニ於 ケ ル人 體

體 重 ガ人體 ニ於 ケ ル1日 ノ平 均 體 重 ニ近 キ事 實 ヲ

參 考 トシ併 セ テ實 驗 上 ノ便 宜 ヲモ考 慮 シ,余 ハ 午

後2時 ノ體 重 ヲ以 テ,其 ノ 日 ニ於 ケ ルMausノ 體

重 ト見 做 セ リ.余 ハMausヲ 「ビー カー」内 ニ收

容 シ,其 ノ儘 秤 量,後 ニ「ビ ー カ ー」ノ重 量 ヲ差 引

キ テMausノ 體 重 ヲ算 出セ リ.體 重計 測 ハ1囘 ナ

リ.

ii) 身長:Mausノ 身 長 ハ體 重 ノ如 ク1日 中

逐時 的 ニ動 搖 セ ザ ル 可 キ モ,Mausニ ハ絶 エ ズ動

キ テ止 マ タ習 性 ア リ,コ レガ 身 長 ノ正 確 ナル 計 測

ハ體 重 ノ場 合 ノ如 ク簡 單 ナ ラ ズ.余 ハMausヲ 腹

這 ノ儘 平 面 上 ニ輕 ク押 シ付 ケ,其 ノ鼻 尖 ヨ リ尾根

部 迄 ノ長 サ ヲ"Stangenzirkel"ヲ 以 テ 測 定 セ

リ.斯 ク スル コ ト連 續3囘 其 ノ平 均 値 ヲ以 テ 身長

ト見 做 セ リ.

iii) 體 重 及 ビ身長 ノ測 定 ハ4日 目毎 ニ,午 後2

時前 後,飼 料給 與 前 ニ コ レ ヲ行 ヒタ リ.

第3節 實 驗期 間及 ビ實 驗 例 數 其 ノ他

i) 實 驗 期間 ハ昭 和10年(1935)7月 ヨ リ翌11

年(1936)6月 迄 ノ12箇 月 ニ亙 ル.

ii) 本 實 驗 ニ使 用 セ ル試 獸 ハ,余 ノ手 許 ニ テ飼

育 セ ル 「フ ラ ン ス」Maus合 計80匹 ナ リ.其 ノ内

譯 ヲ見 ル ニ,實 驗 用,對 照 用 共 ニ雄,雌 夫 々20匹

宛 合 計80匹 ナ リ.
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iii) 余 ノ觀 察 セ ル所(「 發 育 ト體 表 表 面 積 トノ

關係 」第1編18)參 照)ニ ヨ レバ,「 フ ラ ンス」Maus

ハ,生 後28日 前後 迄 哺 乳 期 間 ニ屬 シ其 ノ間 母 體 ヨ

リ分離 スル コ トヲ得 ズ.又 生後16週 前 後 ニ發 育 ノ

極 ニ達 シ其 ノ後 ハ 殆 ド生長 セ ズ.仍 ツテ本 實 驗 ニ

於 テ ハ,各 例 ノMausニ 就 キ生 後28日 ヨ リ112

日 ニ至 ル84日 即 チ12週 間 觀 察 セ リ.

第3章 實 驗 成 績

觀 察 ニ便 ナ ラシ メン ガ タ メ.實 驗 ノ結 果 獲 タル

成績 即 チ生後28日 ヨ リ112日 ニ至 ル84日 間 ニ於

ケル雌 雄 各例 ノ體 重(G),體 重 生 長 率(RG),身 長

(L),身 長 生 長 率(RC),濕 度(F)及 ビ温度(T)ノ 推

移竝ニ之等ノ平均値ヲ一括表示セパ第1表 及ビ第

2表 ノ如シ.

第1節 氣温及ビ氣濕

實驗室竝ニ乾燥箱内ノ氣温及ビ氣濕ノ全實驗期

間 中 ノ状 況 ハ 第3表 ノ如 シ.

第1項 氣 温

實 驗 室 竝 ニ乾 燥箱 内 ノ氣温 ハ 共 ニ大 差 ナ ク,實

驗 期 間 中 ノ氣 温 ヲ平均 ス レバ,實 驗 室 内 ハ15℃67′C

乾 燥 箱 内 ハ15°65′Cニ シテ其 ノ差 僅 ニ0.02℃ ニ

止 マ リ,月 別 ニ觀 ル モ 其 ノ差 ハ最 高0.3℃ ニ過 ギ

ズ.

第2項 氣 濕

i) 乾 燥 箱 ノ氣 濕 ハ氣 温 及 ビ大 氣 ノ濕 度 ニ ヨ リ

テ動 搖 スル コ ト勿 論 ナ ル モ,實 驗 期 間 中 ノ氣 濕 ヲ

平 均 ス レバ,乾 燥 箱 ハ57.74%,實 驗 室 ハ79.85%

ニ シテ其 ノ差22.11%ニ 達 ス.月 別 ニ觀 ル ニ,其

ノ差 最 大 ナ ル ハ8月 ノ35.3%ニ シ テ,最 小 ナ ル ハ

1月 ノ10.9%ナ リ.

ii) 以上 ハ實 驗 室,乾 燥箱 内共 ニ空 氣 ノ温度 竝

ニ濕度 ト云 フ コ トヲ得 ベ シ.Mausハ 常 ニ多 少 ノ

藁 中 ニ生 活 シ居 リ而 モ其 ノ藁 ハ糞 尿 ニ ヨ リ常 ニ多

第1表 試 獸 發 育 ノ 比 較(各 例別) Nr. 1
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Nr. 2

Nr. 3
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Nr. 4

Nr. 5
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Nr. 6

Nr. 7
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Nr. 8

Nr. 9
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Nr. 10

Nr. 11
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Nr. 12

Nr. 13
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Nr. 14

Nr. 15

138



濕 度 ノ 發 育 ニ 及 ボ ス 影 響 1583

Nr. 16

Na. 17
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第2表 試 獸 發 育 ノ比 較(平均値)

第3表 氣 温 及 ビ 氣 濕

少濕 潤 シ居 ル モ ノナ リ.從 ツテ,藁 内 ノ温 度 ハ空

氣 中 ノ夫 レ ト大 差 ナ カル 可 キ モ,濕 度 ハ 大 氣 ノ夫

レ ト若 干 ノ差 アル 可 キ ハ容 易 ニ想 像 シ得 ラル ル所

ナ リ.藁 ハ前 述 ノ如 ク,夏 季 ハ毎 週1囘,冬 季 ハ

隔週1囘 交 換 セ ルモ ノ ニシ テ,交 換 直 後 ニ在 リテ

ハ藁 内 ノ濕 度 ハ 大 氣 ノ夫 レ ト差 ナ カ ル 可 キ モ,時

日ノ經 過 ト共 ニ次 第 ニ濕 潤 シ テ,大 氣 ノ濕 度 ト藁

内 ノ濕 度 トノ差 ハ 漸 次増 大 スル モ ノ ト認 メラル.
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之 ト關 係 ヲ知 ラ ン トシテ,藁 交 換 前 ニ挿 込 濕 度 計

ヲ用 ヒ テ藁 内 ノ濕 度 ヲ測 度 シ,其 ノ時 ニ於 ケル 自

記濕 度 計 ニ ヨル大 氣 ノ濕 度 ト比 較 セ ル ニ,藁 内 ノ

濕 度 ハ1年 ヲ通 ジテ最 大,實 驗 室 内5%,乾 燥 箱

内2%大 氣 ノ濕 度 ヨ リモ 高 カ リキ.

iii) 乾 燥箱 内 ノ濕 度 ガ 冬季 ニ比較 的 高 キハ,吸

濕 劑 タルChlorcalicumノ 吸 濕 作 用 ガ氣 温 ニ正 比

例 スル(大 田 原14))ニ ヨル モ ノ ト認 メ ラル.

第2節 體重ノ發育

第1項 生長 ト體重

i) 經 過:Maus仔 獸 ノ發 育 ニ伴 フ體 重増 加

状 況 ハ 第1表,第2表 及 ビ第1圖 ノ如 シ.表 及

第1圖  體 重 及 ビ 身 長 ノ 發 育

ビ圖 ニ由 ル ニ,實 驗 開 始 日即 チ生 後28日 目 ノ仔

Maus體 重 ノ平 均 値 ハ乾 燥 箱 内 ノモ ノハ雄8.15g,

雌7.73g,對 照 ハ雄8.21g,雌7.83gニ シ テ,後 者

ハ前 者 ニ比 シ テ體 重 寧 ロ稍 々大 ナ リ.然 ルニ 實 驗

開始 後4日 目(生 後32日)ニ 於 テハ.乾 燥箱 ハ 雄

10.04g,雌9.38g,對 照 ハ雄9.92g,雌9.32gニ シ

テ,乾 燥 室 内 ノモ ノ ハ雌 雄 共 ニ,其 ノ體 重發 育 ニ於

テ早 ク モ 對照 ノ夫 レ ヲ凌 駕 スル ノ傾 向 ヲ示 セ リ.

實 驗 開始 後20日(生 後48日 目)ニ ハ,乾 燥箱 内 ノ

雄15.32g,雌14.09g,對 照 ノ雄13.89g,雌12.74g

ニ シテ,乾 燥 箱 内 ノ雌 ハ 其 ノ體 重 發 育 ニ於 テ既 ニ

對 照 ノ雄 ヲ凌 駕 スル ニ至 ル.其 ノ後 乾 燥 箱 内 及 ビ
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對 照 ノ發 育 ノ差 漸 次 顯 著 トナ リ,實 驗 開 始 後48日

(生 後76日)目 ニ 於 テ ハ,乾 燥 箱 内 ノ雄19.40g,

雌17.92g,對 照 ノ雄17.16g,雌15.85gニ シ テ.

乾 燥箱 内 ノモ ノ ハ,雌 雄 共 ニ對 照 ニ比 シ體 重 發 育

遙 ニ優 秀 ナ リ.更 ニ實 驗 開 始後84目(生 後112日)

目 ヲ見 ル ニ,乾 燥箱 内 ノ雄21.09g,雌19.69g,對

照 ノ雄18.64g,雌1735gニ シテ其 ノ差 愈 々顯 著

ナ ル コ トヲ知 ル.

ii) 乾 燥 ニ コル影 響:體 重 發育 ノ經 過 ヲ見 ル

ニ,實 驗 開 始 後2日 間 ハ乾 燥 ニ ヨル影 響 極 メテ少

キ モ,其 ノ後 漸次 顯 著 トナ リ,4日(生 後32日)目

早 ク モ乾 燥箱 内 ノ雌 雄 ハ夫 々對 照 ノ雌 雄 ヲ凌 駕 セ

リ.夫 レヨ リ44日(生 後72日)目 ニ至 ル40日 間

ハ 其 ノ影 響 最 モ顯 著 ニシ テ,實 驗 開 始後20日(生

後48日)目 ニ ハ,乾 燥箱 ノ雌 ハ早 クモ對 照 ノ雄 ヲ

其 ノ體 重 發育 ニ於 テ凌 駕 スル コ ト上述 セ ル所 ノ如

シ.其 ノ後 モ猶 ホ乾 燥 ニ ヨル 影 響 相 當 ニ見 ラ ルル

モ其 ン以前ニ比シテ漸次輕度 トナル.實 驗開始後

84日(生 後112日)目 以後 ハ 試 獸 既 ニ生 長 ノ極 ニ

達 シ,乾 燥 ノ發 育 ニ對 スル 影 響 ヲ檢 スル コ ト困難

トナ リシ ヲ以 テ コ レニ對 スル 實 驗 ハ 實驗 開 始後84

日以 後 コ レ ヲ中止 セ リ.

第2項 體 重 ノ生 長 率

第1項 述 ブル 所 ハ體 重増 加 ノ絶 對 値 ヲ示 セ ル モ

ノ ニシ テ,從 ツ テ實 驗終 上 ノ時 假 令大 ナ ル體 重 ヲ

示 スモ實 驗 開 始 時 大 ナ ル體 重 ヲ示 ス トセ バ其 ノ生

長 ノ割 合 ハ常 ニ必 ズ シ モ大 ナ リ ト云 フ コ ト ヲ得

ズ,茲 ニ於 テ乾 燥 ノ發 育 ニ及 ボ ス影 響 ヲ檢 セ ンニ

ハ被 檢動 物 ノ生 長 率 ヲ對 照 ノ ソ レ ト比 較 セザ ル 可

カ ラズ.第2表 及 ビ第2圖 ハ コ ノ比較 ヲ表 及 ビ圖

示 セ ル モ ノ ナ リ.

表 及 ビ圖 ニ ヨ ル ニ,實 驗 開始 時 ノ體 重 ヲ1.000

第2圖 體 重 及 ビ 身 長 ノ 生 長 率
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トスル トキ,體 重 ノ生 長 率 ハ實 驗 開 始 後4日(生 後

32日)目 ニ於 テ,乾 燥箱 ノ雄1.232,雌1.214,對 照

ノ雄1.208,雌1.190ニ シ テ乾 燥 ニ ヨル影 響 早 ク モ

明瞭 トナ リ,乾 燥箱 ノMausハ 對 照 ノ ソレニ 比 シ

優 レタル生 長 率 ヲ示 セ リ.其 ノ後 乾 燥 ニ ヨル影 響

漸 次 顯 著 トナ リ,開 始 後8日(生 後36日)目 ニ於

ケ ル生長 率 ハ乾 燥 箱 ノ モ ノ堆1.445,雌1.906,對

照 ノ雄1.376,雌1.337ト ナ レ リ.實 驗 開始 後4日

目 ヨ リ44日(生 後72日)目 ニ至 ル40日 間 ハ乾 操

ニ ヨル影 響 最 モ顯 著 ナ ル期 間 ニ シ テ,開 姶後44日

生後(72日)目 ニ於 ケ ル生 長 率 ハ,乾 燥箱 ノ雄2.334,

雌2.269,對 照 ノ雄2.043,雌1.985ナ リ.開 始 後

44日 以後 ニ在 リテ モ,乾 燥 ニ ヨル影 響 未 ダ相 當 見

ラル ル モ漸 次 輕 度 トナ リ從 前 ノ如 ク顯 著 ナ ラ ズ.

而 シテ 開始 後84日(生 後112日)目 ノ生 長 率 ハ,

乾 燥箱 ノ雄2.588,雌2.547,對 照 ノ雄2.270,雌

2.217ナ リ.

即 チ 乾燥 箱 内 ノMausハ 雌 雄 共 ニ,體 重 生 長 ノ

絶 對 値 モ將 又體 重 ノ生 長 率 モ 對 照 ノ夫 等 ニ比 シ遙

ニ優 レ タル モ ノ ナル コ ト ヲ知 ル.

第3節 身 長 ノ發 育

第1項 生 長 ト身 長

Maus 仔 獸 ノ發 育 ニ伴 フ身 長増 加 ノ状 況 ハ 第1

表,第2表 及 ビ第1圖 ノ如 シ.

i) 經 過:表 及 ビ圖 ニ ヨル ニ,實 驗 開始 時(生

後28日)目 ノ身長 ハ 乾燥 箱 内雄6.51cm,雌6.29

cm,對 照 ノ雄6.58cm,雌6.36cmニ シ テ,後 者 ハ

前者ニ 比 シテ 身 長稍 々大 ナ リ.然 ル ニ實驗 開始 後

8日(生 後36日)目 ニハ乾 燥箱 ノ雄7.42cm,雌

7.07cm,對 照 ノ雄7.39cm,雌7.04cmト ナ リ,乾

燥 箱 中 ノモ ノ ハ雌 雄 共 ニ其 ノ身 長 發 育 ニ於 テ早 ク

モ對 照 ノ ソ レ ヲ凌 駕 スル傾 向 ヲ示 セ リ.夫 レヨ リ

以 後 乾燥 ニ ヨル影 響 漸 次 顯 著 トナ リ,開 始 後40日

(生 後68日)日 ニ於 テハ,乾 燥箱 内 ノ雄8.82cm,

8.45cm,對 照 ノ雌8.42cm,雌8.08cmト ナ リ,

乾 燥箱 内 ノ雌 ハ對 照 ノ誰 ヲ其 ノ身長 發 育 ニ於 テ凌

駕 スル ニ至 ル.更 ニ開 始後84日(生 後112日)目

ノ身 長發 育 ヲ見 ル ニ,乾 燥箱 内雄9.29cm,雌8.93

cm,對 照 ノ雄8.89cm,雌8.53cmニ シ テ雌 雄 共

ニ其 ノ生 長 ノ差愈 々顯 著 トナル.

ii) 乾 燥 ニ ヨル影 響:身 長 發 育 ノ經 過 ヲ見 ル

ニ,實 驗 開 始後4日(生 後32日)目 迄 ハ乾 燥 ニ ヨ

ル影 響 極 メテ 少 ナ キ モ,其 ノ後 漸次 其 ノ影 響 顯 著

トナ リ,開 始 後8日(生 後36日)目 ニ於 テ早 クモ

乾 燥箱 内 ノ雄 雌 共 ニ夫 々對 照 ノ雄 雌 ヲ凌 駕 シ,夫

レヨ リ開 始後40日(生 後68日)目 ニ至 ル迄 ム32

日間 ハ 乾 燥 ニ ヨル影 響最 モ顯 著 ニ シ テ開始 後40日

(生 後68日)目 ニ ハ乾 燥箱 内 ノ雌 ハ對 照 ノ雄 ヲ其 ノ

身 長 發育 ニ於 テ凌 駕 スル コ ト前 述 セ ル所 ノ如 シ.

夫 レ以後 ニ在 リテモ乾 燥 ニ ヨル 影響 依然 トシ テ繼

續 スル モ,其 ノ度 ハ動 物 ノ生 長 ト共 ニ漸 次 輕 微 ト

ナ ル ノ傾 向 ヲ示 セ リ.

第2項 身長ノ生長率

第1項 ニ於 テ述 べ シ バ 身長 増 加 ノ絶 對 値 ヲ示 ス

モ ノ ニ シ テ,從 ツテ實 驗 終 了 ノ時大 ナ ル身 長 ヲ示

ス トモ,實 驗 開 姶 時大 ナル身長 ヲ示 ス トセバ 其 ノ

生 長 ノ割 合 ハ 必 ズ シ モ大 ナ リ ト云 フ コ トヲ得 ズ.

從 ツテ乾 燥 ノ身 長發 育 ニ及 ボ ス影 響 ヲ檢 セ ン トセ

バ被 檢 動 物 ノ生長 率 ヲ對 照 動 物 ノ生長 率 ト比 較 セ

ザ ル ベ カ ラズ.第2表 及 ビ第2圖 ハ之 等 ノ生 長 率

ヲ比 較 セ ル モ ノ ニシ テ,表 及 ビ圖 ニ ヨル ニ,實 驗

開 始 時 ノ身 長 ヲ1.000ト セ バド實 驗 開始 後4日(生

後32日)目 ノ生長 率 ハ 乾 燥箱 内 ノ雄1.072,雌1.067

對 照 ノ雄1.065,雌1.061ニ シテ,乾 燥 ニ ヨル 影響

多 少 認 メ ラル ル如 キモ,體 重 ノ場 合 ノ如 ク 分 明 ナ

ラズ.然 ル ニ其 ノ後 乾燥 ニ ヨル影 響 漸 次 加 ハ リ,

開殆 後8日(生 後36日)目 ニ 至 レ バ 乾 燥 箱 ノ雄

1.155,雌1.124,對 照 ノ雄1.123,雌1.107ノ 生 長

率 ヲ示 シ乾 燥 ニ ヨル影 響 判 然 トナル.開 始後8日

(生 後36日)目 ヨ リ40日(生 後68日)目 ニ至 ル32

日間 ハ乾 燥 ニ ヨル影 響 最 モ顯 著 ニ シテ,40日(生

後68日)目 ニ於ケ ル 生長 率 ハ乾 燥箱 内 ノ雄1.354,

雌1.343,對 照 ノ雄1.279,雌1.270ナ リ.爾 後 ニ在 リ

テ モ乾 燥 ニ ヨル影 響 尚 ホ相 當 ニ認 メ ラル ル ル モ從
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前 ノ如 ク顯 著 ナ ラズ,開 始 後84日(生 後112日)

日ノ生 長 率 ハ乾 燥 箱 内 ノ雄1.427,雌1.421,對 照

ノ雄1.351,雌1.341ナ リ.即 チ乾 燥箱 内 ノ雌雄 共

ニ,身 長 ノ絶 對 値 モ將 又身 長 ノ生 長 率 モ對 照 ノ夫

等 ニ比 シ テ遙 ニ優 レ タル コ トヲ知 ル.

要 之,乾 燥 箱 内 ノMausハ 體 重 及 ビ 身 長 ノ發 育

ニ於 テ遙 ニ對 照 ノMausニ 優 ルモ ノナ リ.而 シ テ

乾 燥 ノ發 育 ニ對 スル影 響 ヲ見 ル ニ,該 影 響 ハ 身 長

ノ發 育 ニ對 シテ ハ體 重 ノ發 育 ニ對 シテ ヨ リモ晩 ク

表 ハ レ,而 モ早 ク輕 微 トナ リ,其 ノ程 度 モ一 般 ニ

稍 々低 キ ガ如 シ.

第4節 季 節 ニ由 ル發 育 ノ相 違

從 來 述 ベ シ所 ハ 季 節 ノ觀 念 ヲ除 外 シ テ,實 驗 期

間 中 ノ成績 全部 ヲ總 括 セル モ ノナ ル モ,本 實 驗 ニ

在 リテ ハ氣 温 ヲ 自然 氣 温 トセ ル タ メ,季 節 ニ ヨ リ

テ氣 温 ニ大 ナル 相 違 アル 可 ク從 ツ テ氣 濕 ノ發 育 ニ

及 ボ ス影 響 ニ モ亦 季 節 的差 異 ノ存 ス可 キハ想 像 ス

ル ニ難 カ ラズ.元 來 本 研 究 ニ於 テ ハ主 トシ テ氣 濕

ト發 育 トノ關 係 ヲ究 明 セ ン トスル モ ノナ ル モ,理

論 的 ニ見 レバ,氣 温 ヲ除 外 シ テ氣濕 ノ ミ ヲ考 フル

コ トハ 出來得 ザ ル モ ノナ レバ,本 節 ニ於 テ ハ,季

節 ト共 ニ大 ナ ル變 動 ヲナ ス氣 温 トノ 關聯 ニ於 テ,

氣 濕 ノ發 育 ニ及 ボ ス影 響 ヲ檢 索 セ ン トス.

本 節 ニ於 テ ハ,統 計 ノ便 宜 上 實 驗 成績 ヲ季 節 ニ

ヨ リ分 類 スハレコ ト次 ノ如 シ.

即 チ 實 驗 開始 日(生 後28日)後Mausノ 發育 最

モ 顯 著 ナ リ ト認 メ ラル ル40日 間(第2節,第3節

參 照)ヲ 夏 ニ於 テ過 シ タル モ ノ ヲ夏 ノ群(コ レニ屬

スル モ ノハNr. 501, 502ナ リ),秋 ニ於 テ過 シ タル

モ ノ ヲ秋 ノ群(コ レ ニ屬 スル モ ノハNr. 505, 507

509, 510及 ビ511ナ リ),冬 ニ 於 テ過 シ タ ル モノ ヲ,

冬 ノ群(コ レ ニ 屬 スル モ ノハNr. 512, 514, 515及

ビ516ナ リ),而 シ テ コ レ ヲ春 ニ於 テ 過 シ タ ル モ ノ

ヲ春 ノ 群(コ レ ニ屬 ス ル モ ノ ハNr. 518, 519, 520

521, 522及 ビ524ナ リ)ト ナ セ リ.

第1項 各季節ニ於ケル平均温度及 ビ濕

度

各季節ニ於ケル卒均温度及ビ濕度ハ第4表 ニ示

ス ガ 如 シ.

第4表 各 季 節 ニ 於 ケ ル 氣 温 及 ビ 氣 濕

i) 氣 温 氣 温 ヲ見 ル ニ春 及 ビ夏季 ニ於 テ ハ,

乾 燥 箱 内ハ 大 氣 ヨ リ極 メテ僅 ニ低 ク(春 季 ハ0.07℃

夏 季 ハ0.20℃ 低 シ),秋 及 ビ冬 季 ハ コ レニ反 シテ乾

燥箱 内 ハ大 氣 ヨ リ極 メテ僅 ニ高 シ(秋 季 ハ0.03℃,

冬 ハ0.13℃ 高 シ).大 體 ニ於 テ,氣 温 ハ 四季 ヲ通 ジ

テ,乾 燥 箱 内 大 氣 共 殆 ド同一 ト見 テ差 支 ナ カル可

シ.

ii) 氣濕: a) 大 氣 ニ於 テハ 最低 ハ春 ノ78.37%

次 ハ 冬 ノ78.77%,次 ハ夏 ノ80.43%,最 高 ハ秋 ノ

81.87%ニ シ テ,最 低,最 高 ノ差 ハ3.50%ナ リ,

b) 乾 燥 箱 内 ニ在 リテ ハ,最 低 ハ夏 ノ50.07%,次

ハ 秋 ノ54.90% ,次 ハ春 ノ59.87%,最 高 ハ 冬 ノ

66.13%ニ シ テ,最 低,最 高 ノ差 ハ16.06%ナ リ.

c) 次 ニ大 氣 ト乾 燥箱 トノ濕度 ノ差 ノ最 大 ナ ル ハ夏

ノ30.36%,次 ハ秋 ノ26.97% ,次 ハ 春 ノ18.50%

最 小 ナル ハ 冬 ノ12.64%ナ リ.之 等 ノ關 係 ハ吸 濕 劑
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第5表 季節別ニ見タル體重及ビ身長發育(平均値)G:體重 L:身長
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第6表 各季節 ニ於ケル體重及ビ身長 ノ發育竝 ニ生長率

第3圖 體 重 發 育 ニ 對 ス ル 季 節 的 影 響
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ノ吸濕作用ガ温度低下スル程低下スルニ基因 スル

モノナリ.

第2項 季節別ニ見タル體重及ビ身長ノ

發育

第1款 體 重ノ發育

實驗開始時 ト實驗終了時 トノ體重發育状況ヲ各

季 節別 ニ比較 スル ニ第5表,第6表 及 ビ第3圖 ノ

如 シ.(前 頁 參 照).

i) 雄 ノ場 合:實 驗 開 始 時 ト終 了 時 トノ體 重

ヲ比較 スル ニ,乾 燥箱 ニ於 テ ハ,夏 ハ9.03:23.10g

(以 下gハ コ レ ヲ 省 略 ス),秋 ハ7.43:20.57,冬 ハ

8.78:21.15,春 ハ8.03:20.64ニ シ テ,對 照 ニ 在 リテ

ハ 夏 ハ886:20.31,秋 ハ7.16:17.40,冬 ハ8.57:18.65

春 ハ8.80:18.83ナ リ.

ii) 雌 ノ場 合:實 驗 開 始 時 ト終 了 時 トノ 體 重

ヲ比 較 ス ル ニ,乾 燥 箱 内 ノMausニ 於 テ ハ,夏 ハ

7.80:18.45,秋 ハ7.33:19.51,冬 ハ7.75:19.75,春

ハ8.23:20.30ニ シ ラ,對 照 ノ場 合 ニハ,夏 ハ8.15:

16.92,秋 ハ7.24:17.18,冬 ハ7.90:17.53,春 ハ8.30:

17.60ナ リ.

以 上 ニ ヨ リテ 明 カナ ル ガ如 ク,大 體 ニ於 テ,實

驗 開 始 時 大 ナ ル體 重 ヲ有 スル モ ノハ 終 了時 ニ在 リ・

テ モ大 ナ ル 體重 ヲ有 シ,開 始 時 小 ナ ル モ ノハ終 了

時 ニ在 リチモ小 ナ リ.從 ツテ實 驗 終 了時 ノ體 重 ノ

絶 對 値 ノ ミヲ以 テ シ テハ,季 節 ニ由 ル影 響 ヲ比較

スル コ ト困 難 ナ リ.

第2款 身 長 ノ發 育

各季 節 毎 ニ、 實驗 開 始 時 ト終 了時 トノ身長 ノ發

育 状況 ヲ比 較 スル ニ第5表,第6表 及 ビ第4圖 ノ

如 シ.

第4圖 身 長 發 育 ニ 對 ス ル 季 節 的 影 響
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i) 雄 ノ場 合:實 驗 開 始 時 ト終 了 時 ト ノ 身 長

ヲ 比 較 ス ル ニ,乾 燥 箱 ニ 在 リテ ハ,夏 ハ6.53:9.58cm

(以 下cmハ 省 略 ス).秋 ハ6.20:8.98,冬 ハ6.58:9.53

春 ハ6.50:9.31ニ シ テ,對 照 ニ於 テ ハ,夏 ハ6.74:

9.12,秋 ハ6.31:8.44,冬 ハ6.74:9.02,春 ハ663:9.01

ナ リ.

ii) 雌 ノ場 合:實 驗 開 始 時 ト終 了 時 ト ノ 身 長

ヲ比 較 ス ル ニ,乾 燥 箱 ニ於 テ ハ,夏 ハ6.08:8.70,秋

ハ6 .18:8.79,冬 ハ6.35:9.00,春 ハ6.47:9.22ニ シ

チ,對 照 ニ 在 リテ ハ,夏 ハ6.50:8.70,秋 ハ6.34:8.45

冬 ハ6.44:8.60,春 ハ6.34:8.54ナ リ.

以 上 ニ ヨ リ テ 明 カ ナ ル 如 ク,大 體 ニ於 テ,開 始

時 大 ナ ル 身 長 ヲ有 ス ル モ ノ ハ 終 了 時 ニ モ 大 ナ ル 身

長 ヲ示 シ,開 始 時 小 ナ ル 身 長 ヲ有 ス ル モ ノ ハ 終 了

時 ニ モ 小 ナ ル 身 長 ヲ 有 ス ル コ ト多 シ.仍 ツ テ 終 了

時 ニ於 ケ ル 身 長 ノ 絶 對 値 ノ ミ ヲ以 テ シ テ ハ,季 節

ニ影 響 ヲ比 較 スル コ トハ 困 難 ニ シ テ,コ レ ガ 爲 メ

ニ ハ 生 長 率 ヲ比 較 セ ザ ル 可 カ ラ ズ .仍 ツ チ 余 ハ 次

項 ニ於 テ各 季 節 ニ於 ケル生 長 率 ヲ比 較 セ ン ト ス.

第3項 季節別ニ見 タル體重及ビ身長ノ

生長率

第1款 體 重 ノ生長 率

實 驗 開始 時 ノ體 重 ヲ1.000ト シ,終 了 時 ニ於 ケ

ル生 長 率 ヲ各季 節 ニ就 キ テ比 較 スル ニ第5表,第

6表 及 ビ第5圖 ノ如 シ.

i) 乾 燥箱 ノ場 合:生 長 率 ノ最 大 ナル ハ雄 雌

共 ニ秋 ニシ テ,雄 ハ2.7685,雌 ハ2.6616ナ リ.次

ハ春 ニ シテ,雄 ハ2.5703,雌 ハ2.4665,次 ハ 冬 ニ シ

テ,雄 ハ2.4088,雌 ハ2.5484ナ リ.生 長 率最 小 ナ

ル ハ夏 ニ シ チ,雄 ハ2.5581,雌 ハ2.3653ナ リ.

ii) 對 照 ニ於 テハ:生 長率 最 大 ナル ハ 秋 ニ シ

テ,雄 ハ2.4031,雌 ハ2.3729,次 ハ冬 ニ シ テ,雄 ハ

2.1762,雌 ハ2.2189,次 ハ 夏 ニシ テ,雄 ハ2.2923,

雌 ハ2.0760ナ リ.最 小 ナ ルハ 春 ニ シテ,雄 ハ2.1397

雌 ハ2.1205ナ リ

iii) 概 括:a)Maus體 重 ノ生 長率 ハ,人 類

ノ夫 レ ト同樣 秋 ニ於 テ最 大 ナ リ.次 ハ 冬 ニ シテ,

第5圖 體重 ノ生長率ニ對スル季節的影響

夏 秋 冬 春

夏 春 雨 季 ニ於 テハ 比 較 的 小 ナ リ.b)乾 燥箱 内 ノ

Mausノ 體 重 生長 率 ハ雌 雄 共 ニ 四季 ヲ通 ジテ對 照

ノ生 長 率 ヲ遙 ニ凌 駕 ス.c)而 シ テ雌 雄 兩 性 ノ生

長率 ノ平 均 値 ヲ以 テ,乾 燥 箱 内 ト對 照 トヲ比較 ス

ル ニ,其 ノ差 ノ最 大 ナ ル ハ春 ニ シ テ,次 ハ秋,次

ハ 冬,最 小 ナ ル ハ 夏 ナ リ.

第2款 身長ノ生長率

實驗開始時ノ身長 ヲ1.000ト シ,終 了時ニ於ケ

ル生 長 率 ヲ各 季 節 ニ就 キ 比較 スル ニ第5表,第6

表 及 ビ第6圖 ノ如 シ.

i) 乾 燥 箱 ニ於 テハ:生 長 率 ノ最 大 ナ ルハ夏

ニ シテ,雄 ハ1.4670,雌 ハ1.4309,次 ハ秋 ニシ テ,雄

ハ1.4483,雌 ハ1.4329,次 ハ 春 ニ シ チ,雄 ハ1.4323,

雌 ハ1.4250,最 小 ナ ルハ 冬 ニシ テ,雄 ハ1.4251,雌

ハ1.4173ナ リ.

ii) 對 照 ニ在 リテハ:生 長率 ノ最 大 ナ ルハ春

ニ シ テ,雄 ハ1.3589,雌 ハ1.3469,次 ハ 夏 ニ シ テ,雄
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第6圖 身長 ノ生長率ニ對 スル季節的影響

夏 秋 冬 春

ハ1.3531,雌 ハ1.3384,次 ハ冬 ニ シテ,雄 ハ1.3366,

雌 ハ1.3354ナ リ.生 長率 最 小 ナ ル ハ秋 ニ シテ,雄

ハ1.3375,雌 ハ1.3328ナ リ.

iii) 概 括:a)身 長 ノ生 長 率 ハ,乾 燥 箱 内,對

照 共 ニ春 夏 兩季 ニ大 ニ シ テ,秋 冬 兩季 ニ小 ナ リ.

即 チ體 重 ト身 長 トハ 夫 々別 々 ノ季 節 ニ於 テ大 ナ ル

生 長率 ヲ示 スモ ノ ニ シ テ,體 重 ハ秋 冬 兩 季 ニ而 シ

テ身 長 ハ春 夏 兩季 ニ大 ナ ル生 長 率 ヲ示 セ リ.b)實

驗 動物 ノ身長 生 長 率 ハ雌 雄 共 ニ四季 ヲ通 ジテ對 照

動 物 ノ生 長率 ヲ遙 ニ凌 駕 ス.c)而 シテ雌 雄 兩 性

ノ生 長 率 ノ平 均 値 ヲ以 テ,乾 燥箱 内 ト對 照 トヲ比

較 スル ニ,其 ノ差 ノ最 大 ナ ル ハ,夏 ニシ テ,次 ハ

秋,次 ハ 冬 ナ リ.差 ノ最 小 ナ ルハ 春 ナ リ.

第4章 總 括及 ビ考按

第1節 氣濕及ビ氣温 ト發育 トノ關係

第1項 氣濕 ト發育 トノ關係

余 ハ 氣 温 ヲ等 シ ク シ(平 均15°c'Cノ 自然 氣 温 ナ

リ),氣 濕 ノ ミ,平 均 濕 度57.44%ナ ル 人工 的 低 濕

(即 チ乾燥 状 態)ト 平 均 濕 度79.85%ナ ル 自然 氣 濕

(對 照)ト ノ兩 状態 ノ下 ニテ,生 長 中 ノMausヲ 飼

育 シ,1箇 年 ニ亙 リテ観 察 シ タル ニ,乾 燥 状 態 下

ノMausハ 雌 雄 共 ニ.體 重 及 ビ身 長 發育 ノ絶 對 値

ニ於 テモ 將 又夫 等 ノ生 長 率 ニ在 リテ モ,共 ニ對 照

ノ夫 等 ヲ遙 ニ凌 駕 セ リ.

飜 ツテ 文獻 ニ徴 スル ニ,一 般 ニ高 氣 濕 ガ人 間 及

ビ動 物 ノ生 活 ニ惡 影 響 ヲ及 ボ ス コ トハ(コ ノ場 合

氣 温 ノ關 係 モ當 然 考 慮 サ ル 可 ク,氣 温 高 ケ レバ氣

濕 ノ惡 影 響 ハ愈 々強 マル),石 川9),下 川7),小 板10),

阪 井11),田 邊12),鮎 川13)及 ビ河原6)等 諸 氏諸 氏 ノ

業 績 ヨ リ見 ル モ明 カナ リ.反 之Max Rnbner u.

Lewaschew8)ノ 人體 ニ就 キ テ ノ研 究 ニ ヨ レバ,濕

度22%ナ ル超 低 濕(即 チ非 常 ナル 乾 燥)状 態 ノ下

ニ テ(而 モ氣 温25-26℃ ノ比較 的 高温 ナ ル ニ)被

検者 ハ些 カ モ不 快 ニ感 ズ ル所 ナ カ リ シ ト.

以 之觀 之,凡 ソ日常吾 人 ノ想 像 シ得 ラル ル範 圍

内 ノ低 濕 状 態 ノ下 ニ於 テ ハ,人 間 及 ビ動 物 ノ生 活

ニ何 等惡 影 響 ナ キ モ ノ ト認 メラル 可 ク,本 實 驗 ニ

於 ケル 如 ク.氣 濕57%内 外 ノ場 合 ニMausノ 發

育 ニ奴 影 響 ヲ與 フルハ 決 シ テ故 ナ シ トセ ズ.殊 ニ

本邦 内地 ノ如 ク,1年 ヲ通 ジ テ氣 濕 比較 的高 キ場

合 ニハ,Mausノ 發 育 ガ 自然 氣濕 ノ下 ニ於 ケル ヨ

リモ,低 氣 濕 状 態 内 ニテ却 ツ テ良 好 ナ ル ハ決 シ テ

不 思 議 ニ非 ラズ.

第2項 季節別ニ見タル體重及ビ身長發

育ノ比較(主 トシテ氣温 ト發育

トノ關係)

小 兒 ノ發育 ニ就 キ,春 季 ニ於 テハ 身 長 ノ發 育 著

明 ニシテ,秋 季 ニ於 テ體 重 ノ増 加 顯 著 ナ ル コ トハ

多 ク ノ文 獻 ノ殆 ド一致 セ ル所 ナ リ.余 ノ實驗 ニ於

テ モ,大 體 體 重 發 育 ハ秋 冬 兩季 ニ優 リ,身 長 ハ春

夏 兩 季 ニ於 テ發 育 顯 著 ナ リ.而 シ テ コ レガ原 因 ハ

種 々 ノ季 節 的因 子 ノ綜 合 的結 果 ニ ヨル モ ノナ ル 可

キ モ,主 要 因子 ハ氣 温 ナ リ ト認 メ ラル.即 チ 氣 温

上 昇 ノ 過 程 ニ ア ル春 夏 兩 期 ニ旺 ンニ伸 長 發育 ヲナ

シ,氣 温 低 下 ノ過 程 ニ在 ル秋 冬 兩 季 ニ於 テ榮 養 物

ヲ蓄 積 シ テ體 重 ヲ増 加 スルモ ノ ト思 惟 セ ラル.

第2節 生長率 ニ關 スル考察

著者ハ本實驗 ニ於テ,多 數 ノ實驗例 ヲ重ネ且

實驗動物 ト對照 トノ間ニ見ル可キ差異 ヲ認 メタ
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リ.而 シ テ該 差 異 ハ 所 謂 「標 本 選 擇 上 ノ誤 差」 ニ

基 ク モ ノ ニ非 ズ シ テ,低 濕 即 チ乾 燥 状 態 ニ 由來 ス

ル モ ノナ リ ト確 信 スル モ ノナ ル モ,猶 ホ念 ノ タ メ

此 差 異 ヲ生物 統 計 學 的 ニ吟 味 セ ン トス.生 物 統 計

學15)ノ 教 ユル 所 ニ據 レバ,Ma, Mbナ ル2平 均値

ア リ夫 々 ノ平 均 誤差 ヲMa, Mbト スル トヰ,コ ノ

2平 均 値 ノ差 ガ生 物 學 的 ニ 「有意 」 ナル タ メニハ

ナ ラザ ル可 カ ラズ.仍 テ余 ハ,

余 ノ實驗 成績 ニ就 キ,本 式 ヲ適 用 シ テ,實 驗 動物

ト對 照 トノ 生長 率 ノ差 ガ生 物 學 的 ニ見 テ 果 シ テ

「有 意 」ナ リヤ 將 又「有意 ナ ラズ ヤ 」換 言 ス レバ,實

驗 成 績 ノ差 ガ眞 ニ乾 燥 状 態 ニ由來 スル ヤ將 又 「標

本 選 擇 上 ノ誤 差」 ニ基 因 スル ヤ ヲ判 別 セ ン トス.

i)體 重 ノ生 長 率: a)雄 ノ場 合:

b)雌 ノ場 合:

ii)身

長 ノ生 長 率:同 樣 ノ方 法 ニ テ計 算 スル トキ,上

式 ノ價 ハ雄3.24,雌3.45ト ナ ル.

以 上 ノ計 算 ニ ヨ リ,上 記 成 績 ニ於 テ實驗 動 物及

ビ對 照 間 ニ認 メ ラ レ タル生 長 率 ノ差 ハ 生 物學 的 ニ

「有意 」ナ リ.即 チ乾 燥 状 態 ニ ヨ リテ招來 セ ラ レタ

ル モ ノ ニ シ テ,「 標 本 選 擇 上 ノ誤 差 」 トシテ 偶發

セ ル モ ノニ非 ラザ ル コ トヲ知 ル.

第3節 本 實 驗 中 ノ氣 温 ト氣 濕 トノ關 係

本 實 驗 ニ於 テ ハ,實 驗 ノ便 宜 上温 度 上 ノ條 件 ヲ

同 一 トシ,專 ラ比 濕 ノ幼 若動 物 ノ發 育 ニ及 ボ ス影

響 ヲ研究 ス レ ドモ,元 來 氣 温 ト氣 濕 殊 ニ比 濕 トハ

密接 不離 ノ關係 ヲ有 スル モ ノナ レバ,茲 ニ本 實 驗

中 ニ於 ケ ル氣 温 ト氣濕 トノ綜 合 的關 係 竝 ニ之 ガ發

育 ニ及 ボ ス影 響 ニ就 キ テ考察 セ ン トス.

第1項 相 當 温 度(Aquivalenttempe-

ratur)

本 實驗 ニ於 ケル 温 濕 度 ニ就 キ相 當 温 度 ヲ算 出 セ

ル ニ第7表 ノ如 シ.

第7表 相 當温度(Aquivalenttemperatur: A=t+2eニ テ算出)竝 ニ相當温度 ト生長率 トノ關係

表 ニ ヨル ニ,月 別或 ハ季 節 別 ニ檢 スル モ將 又1

年 ヲ通 ジ テ見 ルモ,乾 燥 箱 内 ノ相 當 温度 ハ 對照 ノ

ソ レ ヨ リモ常 ニ低 位 ニ在 リ,サ レ ド元來 本 温 度 ハ

Bradtkeu. Liese16)モ 云 ヒ ケル如 ク,温 濕 度 ノ割

合 ノ快 適 性 ヲ判 定 スル基 準 トシ テハ 不 適 當 ナル モ

ノ ト認 メラル 可 ク,本 實 驗 成績 ニ 在 リテモ 本 温度

ト試獣 ノ體重及ビ身長ノ生長率 トノ間ニ認ム可キ

一 定 ノ關 係 ナ キ モ ノ ノ如 シ.

第2項 本 實 驗 中 ノ温濕 度 ト快 感 帶 トノ

關係

理 論 上 ヨ リスル モ比 濕 ナル 概 念 中 ニハ既 ニ氣温

ノ概 念 ヲ包 含 シ居 リ,又 實 際 上 ヨ リ見 ルモ 氣 温 ト

氣濕 トハ 互 ニ相 關聯 セ ル モ ノニ テ,氣 温 高 キ時 ハ

氣 濕低 ク,氣 濕 高 キ時 ハ 氣 温 低 キ ガ快 適 ナ ル ハ吾
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人 ノ 日常經 驗 スル所 ナ リ.此 關 係 ヲ數 字 的 ニ示 セ

ル ハHill, Shepherd (1912年)17)ノ 「快 感 帶」 ナ

リ.今 本 研 究 ニ於 ケル 氣温 ト氣 濕 トノ關 係 ヲ(季

節 別)ニ 見 ル ニ,第7圖 ノ如 ク,乾 燥 状態 ノ氣 温

第7圖 氣 温 及 ビ 氣 温 ト快 感 帶 ト ノ關 係

氣 濕 ノ相 互 關係 ハ對 照 ノ ソ レヨ リモ遙 ニ「快 感 帶」

中 ノ温 濕度 ノ相 互 關 係 ニ近 似 セ リ.乾 燥 状 態 下 ノ

試 獣 ガ對照 ニ比 シ遙 ニ優 レタル 生長 ヲ示 スハ既 述

セ ル所 ニシ テ,之 ガ原 因 ハ種 々ア ル可 キ モ,主 要

原 因 ノー ツ トシ テ上 記 ノ氣 温 氣 濕 ノ關 係 ヲ學 グル

モ 不 可 ナ カ ル可 キモ ノ ト認 メ ラル.

第4節 濕度ノ發育ニ及ボス影響 ト發育時

期 トノ相關々係

第1項 發育時期 ト生長率 トノ關係(第

2表 及 ビ第2圖 參 照)

發 育 時 期 ヲ示 スモ ノ トシ テ,Mausノ 生 後 ノ 日

數 即 チ 日齢 ヲ用 ヒ又濕 度 ノ發 育 ニ及 ボ ス影 響 ヲ指

示 スル モ ノ トシテ生 長 率 ヲ用 ユ ル トキ,發 育時 期

ト生 長 率 トノ關係 ハ次 ノ如 シ.

第1款 發育 時 期 ト體 重 ノ生長 率

32日 齡 ニ於 ケ ル體 重 ノ生 長 率 ハ,實 驗 動 物 ノ雄

1.232,雌1.214,對 照 動 物 ノ雄1.208,雌1.190ニ

シテ,前 者 ハ 其 ノ體 重 成 長 率 ニ於 テ,後 者 ニ優 リ,

濕度(コ ノ場 合 低 濕 度 即 チ乾 燥 状 態)ノ 體 重 發 育 ニ

及 ボ ス影 響 既 ニ 明瞭 ナ リ.コ ノ影 響 ハ 其 ノ後 漸次

顯 著 トナ リ,36日 齡 ニ於 ケル體 重生 長 率 ハ 實驗 動

物 ノ雄1.445,雌1.406,對 照 ノ雄1.376,雌1.337ナ

リ.而 シ テ コ ノ影 響 ノ最 モ 顯 著 ナ ル ハ32日 齡 ヨ

リ72日 齡 ニ至 ル40日 ノ期 間 ニ シテ,72日 齡 ニ於

ケ ル生 長 率 ハ實 驗 ノ雄2.334,雌2.269,對 照 ノ雄

2.043,雌1.985ナ リ.爾 後 該 影 響 ハ漸 次 微弱 トナ

ル モ生 長 率 ノ差 ハ愈 々顯 著 トナ リ,112日 齡 ニ於

ケ ル體 重 生 長率 ハ實 驗 ノ雄2.588,雌2.547,對 照

ノ雄2.270,雌2.217ナ リ.

第2款 發 育 時 期 ト身長 ノ生長 率

32日 齡 ニ於 ケル 身 長 ノ生長 率 ハ,實 驗 動 物 ノ雄

1.072,雌1.067,對 照 動 物 ノ雄1.065,雌1.061ニ

シ テ,前 者 ハ 其 ノ身長 生長 率 ニ於 テ後 者 ト大 差 ナ

ク,濕 度 ノ身 長發 育 ニ 及ボ ス影 響 ハ,體 重 發 育 ニ

對 スル如 ク明瞭 ナ ラズ.然 レ ドモ,コ ノ影 響 ハ某

ノ後 漸 次 顯 著 トナ リ,36日 齡 ニ於 ケ ル 身長 ノ生長
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率 ハ 實驗 ノ雄1.155,雌1.124,對 照 ノ雄1.123,雌

1.107ナ リ.而 シ テ コ ノ影響 ノ最 モ顯 著 ナ ル ハ,36

日齡 ヨ リ68日 齡 ニ至 ル32日 ノ期 間 ニシ テ,68日

齡 ニ於 ケ ル 生長 率 ハ實 驗 ノ雄1.354,雌1.343,對

照 ノ雄1.279,雌1.270ナ リ.爾 後 該 影 響 ハ漸 次微

弱 トナ ル モ生 長 率 ニ於 ケ ル差 ハ愈 々顯 著 トナ リ,

112日 齡 ニ於 ケ ル生 長 率 ハ 實 驗 ノ雄1.427,雌1.421

對 照 ノ雄1.351,雌1.341ナ リ.

第2項 發育時期 ト濕度ノ發育ニ及ボス

影響 ノ體重,身 長 ニヨル相違

(第2表 及ビ第1圖 參照)

濕 度 ノ發 育 ニ及 ボ ス影 響 ヲ見 ル ニ,體 重 及 ビ身

長 ニ對 シ夫 々多 少 ノ相 違 ア リ.即 チa)體 重 ニ對

シ テハ 實 驗 開 始後4日 目(32日 齡)早 クモ稍 々顯

著 ナル 影 響 ア リ,開 始後4日 目(32日 齡)ヨ リ44

日 目(72日 齡)ニ 至 ル40日 間 ガ其 ノ影 響 最 モ 顯著

ニ シ テ其 ノ後 ハ 漸 次 輕微 トナ ル.然 ル ニb)身 長

ニ對 シ テハ 實 驗 開 始後4日 目(32日 齡)迄 ハ 其 ノ影

響 未 ダ甚 ダ微 々 タル モ,其 ノ後 漸 次 顯 著 トナ リ,開

始 後8日 目(36日 齡)ヨ リ40日 目(68日 齡)ニ 至

ル32日 間 ニ於 テ最 モ 顯著 ニシ テ,其 ノ後 ハ 該影 響

體 重 ニ對 スル ヨ リモ 却 ツテ早 期 ニ輕 微 トナ レ リ.

即 チ體 重 ニ對 スル影 響 ハ身 長 ニ對 スル ソ レヨ リ

モ稍 々早 期 ニ始 マ リ,其 ノ最 モ顯 著 ナル期 間 モ將

又 其 ノ影 響 ノ輕 微 トナ ル期 間 モ稍 々長 ク持 續 シ,

而 モ其 ノ發 育 全 期 間 ニ於 ケル 影 響 ノ程度 モ遙 ニ強

キ モ ノ ナル コ ト ヲ知 ル.

第5章 結 論

著者ハ發育中ノMausヲ 低濕(即 チ乾燥)及 ビ自

然氣濕兩状態ノ下ニ飼育シ,其 ノ體重及ビ身畏 ノ

發育ヲ相互ニ比較セルニ次ノ如キ結果 ヲ獲タリ.

1) 乾 燥 箱 内 ノMaosハ 其 ノ體 重 及 ビ身 長 ノ發

育 ニ於 テ,遙 ニ對 照 ノMausヲ 凌 駕 ス.

2) 乾 燥箱 内 ノMausハ 其 ノ體 重 及 ビ身長 ノ生

長率 ニ於 テ,遙 ニ對照ノMausヲ 凌 駕ス.

3) 體 重及ビ身長 ノ發育 ニ對 スル季節的影響ヲ

見ルニ,其 ノ絶對値ニ於テハ季節的影響判然タラ

ズ.

4) 體重 及ビ身長ノ生長率ニ就キテハ季節的影

響明瞭ナ リ.即 チ體重ノ生長率ハ秋冬兩季ニ大ニ,

春夏兩季ニ小ナ リ.反 之身長ノ生長率ハ春夏兩季

ニ大 ニ シ テ秋 冬 兩季 ニ比較 的小 ナ リ.

5) 生 物統 計學 的 吟味 ノ結 果 ニ ヨ レバ,以 上 ノ

結 果 ハ 低 氣濕(乾 燥)ニ 由來 セ ル コ ト明 カ ニ シ テ,

「標 本 選 擇 上 ノ誤 差」ニ ヨル モ ノ ニ非 ズ.

6) 體 重 及 ビ身長 ニ對 スル季 節 的 影 響 ハ主 トシ

テ氣 温 ニ ヨル モ ノ ト認 メ ラル.

7) 本實 驗 ニ於 ケ ル温 濕 度 ノ關 係 ハ,乾 燥箱 内

ニ於 テ,對 照 ニ於 ケ ル ヨ リモ遙 ニ「快 感 帶 」中 ノ温

濕 度 ノ相 互 關 係 ニ近 似 ス.

8) 濕 度 ノ體 重 及 ビ身 長 ノ發 育 ニ對 スル影 響 ヲ

見 ル ニ,相 互 ニ多 少 ノ相 違 ア リ.即 チ 體 重 發 育 ニ

對 スル影 響 ハ 身長 ニ對 スル ソ レ ヨ リモ,早 期 ニ始

マ リ,晩 ク迄 繼 續 シ而 モ其 ノ強 サ モ遙 ニ大 ナ リ.

本 研究 ハ ー部 文 部 省 科 學 研 究 費 ニ負 フ所 ア

リ.
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鞭撻 ヲ賜 ハリ且御校閲ノ勞 ヲ辱フセシ,恩 師
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Aus dem Hygienischen Institut der Med. Fakultat Okayama.

 (Vorstand: Prof. Dr. M. Ogata)

 U ber den Einfluss der Luftfeuchtigkeit auf das Wachstum.

Von

Hakumi Koike.

 Eingegangen am 11. September 1943.

   Es ist wohlbekannt, dass die Luftfeuchtigkeit alleine oder zusammen mit anderen 

 klimatischen Elementen den Organismus, besonders das Tierleben beeinflusst. Heut-

zutage gibt es zwar viele Untersuchungen uber diese Frage, die sich mit dem Einfluss von 

 hoher Luftfeuchtigkeit auf den Organismus, besonders auf die Tiere beschaftigen, aber es 

gibt wenige Arbeiten uber die Frage, ob trockene Luft gunstiger als naturliche Feuchtig-
keit auf das Tierwachstum wirkt. Unter diesen Umstanden hat Verfasser junge Mause in 

zwei Gruppen verteilt. Die Kontrollgruppe wurde in normalen Tierkasten und die Ver-

suchstiere in gleichen Kasten, die im grossen Holzkasten durch Chlorcalzium getrocknet 
wurden, untergebracht. Dieser Versuch dauerte ein Jahr lang. Der Mittel wert der Tem-

peratur und der Feuchtigkeit wurde in Tabelle 4 angegeben. Die Feuchtigkeit des Holz-
kastens betrug 50-67% und die des Kontrollkastens 80%. Die experimentellen Resultate 

 sind folgende: 
 1) Die Maus in trockener Luft ubertraf weit die Maus in naturlicher Luft, sowohl an

Gewichts- und Langen wachatum als auch an dem Wachstumsverhaltnis von Korper-

gewicht und Korperlange. 
 2) Die Gewichtszunahme in trockener Luft richtet sich nach der jahreszeitlichen 

 Gewichtszunabme des Versuchstiers, weil das Wachstumsverhaltnis des Korpergewichtes 

im Herbst und Winter grosser und im Fruhling und Sommer kleiner war, dagegen war 

 das der Korperlange im Fruhling und Sommer grosser und im. Herbst und Winter kleiner. 

 3) Nach der biostatistischen Untersuchung uberwiegt das oben beschriebene Resultat 
durchaus die Fehlerrechnung. 

   4) Bei vorliegendem Experiment liegt die Wechselbeziehung zwischen der Lufttem-

peratur und -feuchtigkeit der von "comfort zone" weit naher als bei der Kontrolle. 
 5) Die Einflusse der trockenen Luft (d.h. der erniedrigten Luftfeuchtigkeit) auf die 

 Gewichts- und Langenentwicklung sind voneinander verschieden, d.h. der Einfluss auf die 

 Gewichtsentwicklung beginnt fruher, dauert langer und wirkt uberdies weit starker als 

der auf das Langenwachstum. (Autoreferat)
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